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研究責任者 山本 善裕 

研究の概要 【研究の目的及び意義】 

2019年12月から中国の武漢市で新型コロナウイルスによる肺炎の集団発生が

確認されました。新型コロナウイルス感染症（以下、COVID-19）には確立さ

れた治療法はありませんが、重症例を中心に抗ウイルス薬などの薬剤が投与

されはじめています。どのような方が重症化しやすいか、妊婦や小児の患者

さんなどにおいてどのような経過をたどるのかなど、多くのことがまだわか

っていません。 

この研究では、COVID-19と診断された方に参加していただき、重症化する方

の特徴や経過、薬剤投与後の経過など、COVID-19に関する様々な点について

明らかにすることを目的としています。 

【研究対象者】 

2020年1月1日以降に、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）と診断さ

れ、当院にて治療が行われた方を対象とします。 

【研究の方法及び研究結果の公表の方法】 

上記の対象期間中に記録された診療情報・ウイルス検査結果などを、研究に

使用させて頂きます。使用に際しては、文部科学省・厚生労働省が定めた倫

理指針に則って個人情報を厳重に保護し、研究結果の発表に際しても、個人

が特定されない形で適宜学術雑誌への投稿及び学会での発表などを行いま

す。 

【研究期間】 

倫理審査承認日～西暦2023年1月31日 

【研究参加について】 

研究への参加を希望されない場合、その方の情報を研究における解析に利用

することはありません。ただし、COVID-19は新規の指定感染症であることか

ら、社会的・公衆衛生的に重要であるため、原則として全ての患者さんの情

報をこの研究のデータベースには登録させていただきます。研究に参加され

る場合でもされない場合でも、患者さん個人を特定できるような情報が外部

に漏れることはありません。 

研究に用いる試料・情

報の項目と利用方法

（他機関への提供の有

無） 

対象期間中に記録された、症状、基礎疾患、渡航歴、接触歴、症状の経過等

の診療情報・ウイルス検査結果などを、研究に使用させて頂きます。調査内

容は個人が特定されないよう匿名化し、調査項目をあらかじめ作成された電

子ファイルに記入します。匿名化された情報は、パスワード入力要のパソコ

ンで管理し、漏洩しないよう十分配慮いたします。なお、このパソコンは常

に施錠されている富山大学附属病院 感染症科医局で厳重に管理します。本研

究においては人体から取得する試料はありません。 

研究データのデータベースへの登録は、特定の関係者以外がアクセスできな

い状態で行います。 

なお、他機関への提供に関しては、個人情報が特定されないよう匿名化され 

た情報を主機関に提供し、対応表は富山大学附属病院 感染症科医局で厳重 

に管理します。本試験で得られたデータを二次利用することが有益と判断し

た場合は、個人情報の保護に細心の注意を払い、データの二次利用をするこ 

とがあります。また、国立国際医療研究センター等研究機関と必要な手続き 

を経た上でデータを共有する可能性がありますが、いずれの場合も、関係法 



令・指針等を遵守し、適切な手続きを経て行うこととします。 

研究に用いる試料・情

報を利用する機関及び

施設責任者氏名 

富山大学附属病院 感染症科 教授 山本 善裕 

研究資料の開示 研究対象者、親族等関係者のご希望により、他の研究対象者等の個人情報及び

知的財産の保護等に支障がない範囲内で研究計画書等の研究に関する資料を

開示いたします。 

試料・情報の管理責任

者（研究主機関におけ

る研究責任者氏名） 

国立研究開発法人国立国際医療研究センター 大曲 貴夫 

研究対象者、親族等関

係者からの相談等への

対応窓口 

研究対象者からの除外（試料・情報の利用または他機関への提供の停止を含む）

を希望する場合の申し出、研究資料の開示希望及び個人情報の取り扱いに関す

る相談等について下記の窓口で対応いたします。 

電話 076-434-7246 

FAX 076-434-5018 

E-mail kawasuji@med.u-toyama.ac.jp 

担当者所属・氏名 富山大学附属病院 感染症科 川筋 仁史 

 


